
項 ⽬ 内 容

名称 ミルラ、ミルラノキ、没薬樹 [英]Myrrh [学名]Commiphora myrrha Engl.

概要 ミルラは、北東アフリカ原産のカンラン科落葉樹。⾼さ5 m程度に⽣⻑し、枝には

刺が多くみられる。樹⽪の裂け⽬からとれるゴム樹脂を乾燥させたものから、粉

末、チンキ剤、精油が作られ、粉末は⻭⾁炎に、チンキ剤は⼝内炎やうがい薬に、

精油は⾹料に利⽤される。

法規・制度 ■⾷薬区分

・コンミフォラ属 (アラビアモツヤク/モツヤク/モツヤクジュ/ミル

ラ/Commiphora属) 全⽊ (ガムググルの樹脂を除く) ︓「医薬品的効能効果を標ぼ

うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

■⾷品添加物

・既存添加物

ミルラ (ミル)︓ガムベース

・天然⾹料基原物質リスト

ミルラ (没薬) が収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・主な成分としてガム、酸性多糖体、樹脂 、揮発油 (ヘラボレン、オイゲノール、

フラノセスキテルペン類など) から構成される (33) 。



分析法 ・フーリエ変換型ラマン分光器により樹脂を分析した報告がある

(PMID:12073935) 。
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循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 その他

・住⾎吸⾍症患者と健康な成⼈224名 (平均37.9±12.5歳、試験群204名、エジプ

ト) を対象とした臨床試験において、樹脂と精油を10 mg/kg/⽇、3⽇間摂取させ

たところ、摂取2ヶ⽉後の治癒率が吸⾍駆除剤プラジカンテルによる治療未受診患者

で100％だったのに対して、プラジカンテル治療終了患者では91.7％、プラジカン

テル治療中患者では88.9％となった。また、全患者のうち、肝機能障害をもつ患者

では、ALT、AST値の改善、およびクレアチニン値の減少がみられた

(PMID:11791960) (PMID:19446652)。
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